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今週のキーワード

ペロブスカイト商用化
高効率化と量産化が加速、市場競争激化

26
件

記事数

10
カ国

対象国

35.5
%

最高効率

2026
年

商用生産

今週の全26記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 LONGi 35.5%効率 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

LONGiがペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池
で35.5%の世界最高効率を達成、商用化への道筋を強
化。

#02
シドニー大
30.2%効率

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
シドニー大学が10cm²タンデムセルで30.2%効率を達
成、大面積化の課題克服に貢献。

#03 GCL SI 柔軟33.44% 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
GCL SIがフレキシブルタンデムセルで33.44%効率と
2,000 W/kg超を達成、BIPV等新市場を開拓。

#04 中国 安定性向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
中国チームがCPI層で逆型ペロブスカイトの安定性を
大幅向上、27.43%効率と1,000時間耐久性を実現。

#05
香港理工大
陰影下97%

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

香港理工大学が陰影下で97%効率維持の高耐久性ペロ
ブスカイト-有機タンデム電池を開発、設置場所を拡
大。

#06 UVオゾン処理 屋内PV 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
UVオゾン処理で屋内ペロブスカイト太陽電池の性能向
上、IoTデバイス向け電源に貢献。

#07 電位再構築 25.06% 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
FTAC導入でペロブスカイト太陽電池の効率25.06%
と1,000時間耐久性を達成、実用化へ前進。

#08 中国CIGSタンデム 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

中国科学院が2PyS配位工学でペロブスカイト-CIGSタ
ンデム電池を開発、29.71%効率と2,000時間安定性
を実現。

#09 ポーランド 半透明PV 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ポーランド研究者がITOスパッタリング損傷を防ぐ半
透明ペロブスカイトセルを開発、21.87%効率でBIPV
応用へ。

#10 空気中PeLED 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
L-アルギニン修飾PEDOT:PSSで空気中PeLEDの高性
能化と安定性向上、ディスプレイ応用へ。

#11 Oxford PV 商用生産 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
Oxford PVが2026年に商用ペロブスカイト-シリコン
タンデム電池の生産開始、モジュール効率24-27%。

#12 Halocell 量産加速 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
Halocell EnergyがMSWayと提携し、ロールプリント
型ペロブスカイト太陽電池の量産化を加速。

#13 CsI添加 安定性向上 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
CsI添加で空気中処理MAPbI3ペロブスカイト太陽電池
の効率23.17%と安定性向上、製造簡素化へ。

#14 DOE 資金拠出 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
米国DOEが太陽光製造・リサイクル・ペロブスカイト
開発に2,900万ドルを拠出、国内産業強化へ。

#15 DOE 研究戦略 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
米国DOEがペロブスカイト太陽電池の安定性・大面積
化・製造可能性に焦点を当てた研究戦略を発表。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#16 DOE タンデム研究 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
DOEがペロブスカイト-シリコンタンデムモジュール
の相互接続設計と信頼性向上研究を推進。

#17 TiOxNy層 高耐久性 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
TiOxNy層がペロブスカイト-シリコンタンデム電池の
高性能化と耐久性を実現、商業化へ前進。

#18 軽量PV 国際PJ 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
シェフィールド大学らが軽量太陽光発電プロジェクト
開始、未利用の屋根・壁面市場を開拓。

#19 R2R PVD安定性 技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
IntellivationがR2R PVDコーティングでフレキシブル
ペロブスカイト太陽電池の安定性向上に貢献。

#20 真空蒸着 25.53% 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

アセテート駆動結晶化制御で真空蒸着型ペロブスカイ
ト太陽電池の効率25.53%と1,000時間安定性を達成
。

#21 JA Solar 0.6GW 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
JA Solarが揚州工場に0.6 GWのペロブスカイトタン
デムモジュール生産ラインを新設、量産化を加速。

#22 Qcells NASA月面 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
Hanwha QcellsがNASA月面電力プロジェクトにペロ
ブスカイト-シリコンタンデム太陽電池を供給。

#23 Navitas 5GW提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Navitas SolarとCaeluxがインドで5 GW規模のペロブ
スカイト-シリコンタンデムモジュール開発・製造提
携。

#24 Perovskia IoT向け 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Perovskia SolarがIoT向け印刷型ペロブスカイト太陽
電池で240万ドル調達、生産能力を100万セルに拡大
。

#25 欧州 技術主権 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
欧州市場がペロブスカイト-オン-シリコンセルに焦点
移行、技術主権確立を目指す。

#26 Horizon EU資金 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Horizon Europeが革新的タンデム技術の産業化に向
けた資金提供を公募、欧州の技術主権確立へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ペロブスカイト太陽電池の商業化は本当に現実的か？
Oxford PVが2026年中の商用生産開始を発表し、JA Solarも0.6GWの生産ラインを新設。研究室レベルの記録更新だけ
でなく、量産化に向けた具体的な動きが加速しています。これらの動きは、ペロブスカイトが既存のシリコン太陽電池市
場に本格参入する準備が整いつつあることを示唆しています。貴社の事業計画に織り込むべき時期に来ているのではない
でしょうか。

❷日本の太陽電池メーカーは、この高効率化競争にどう立ち向かうべきか？
LONGiが35.5%の世界最高効率を樹立し、中国勢がフレキシブルやCIGSタンデムでも高効率・高安定性を実現していま
す。欧米も政策支援を強化し、技術主権確立を目指しています。日本のメーカーは、単なる効率競争だけでなく、安定性
、耐久性、製造コスト、そしてフレキシブル・屋内PVといった新規市場への対応を含めた総合的な競争戦略を早急に再構
築する必要があります。

❸フレキシブル・屋内PVなど新規市場への参入戦略は描けているか？
GCL SIのフレキシブル高効率セルやPerovskia SolarのIoT向け印刷型PVなど、軽量・柔軟性を活かした新規アプリケー
ションが次々と登場しています。従来の硬質パネルでは難しかったBIPV、ドローン、ウェアラブル、IoTセンサーなど、
新たな市場機会が拡大しています。貴社はこれらの市場ニーズを捉え、ペロブスカイト技術をどのように活用する計画を
お持ちでしょうか。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

効率記録柔軟PV

安定性 商用化材料革新

中国量産

各国政策

IoT電源

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 効率記録 注意 高効率化技術の獲得 既存技術の陳腐化加速

● 柔軟PV 注意 新市場（BIPV等）開拓 既存市場の浸食

● 安定性 機会大 長寿命化技術の導入 —

● 商用化 注意 高効率モジュールの調達 競争激化、市場シェア低下
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● 材料革新 機会大 新規材料開発の機会 —

● 中国量産 脅威大 — 中国勢の市場支配力増大

● 各国政策 参考 — —

● IoT電源 機会大 IoT向け新電源市場 —
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深掘り ① ― Oxford PV、商用タンデム生産開始
#11 | 2026/07/29 | EIN Presswire | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

英国のOxford PVは、2026年中にペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の商業生産と出荷を正式に開始すると発
表しました。生産開始時のモジュール効率は24%～27%を達成しており、次世代太陽電池技術の商業化における極め
て重要なマイルストーンとなります。

同社のタンデム設計は、ペロブスカイト層が高エネルギーの青色光を、下層のシリコンセルが低エネルギーの赤色光を
効率的に吸収することで、従来のシリコン単独セルよりも広い太陽光スペクトルを利用します。量産プロセスにおける
均一なペロブスカイト膜形成や、長期耐久性を確保する封止技術に注力してきました。

▶ 技術者の視点

Oxford PVの発表は、ペロブスカイト太陽電池が研究段階から実用段階へ移行する決定的な証拠です。
モジュール効率24-27%は、既存の高性能シリコンモジュールを凌駕し、限られた設置面積での発電量
最大化に貢献します。ただし、この数値が実際の屋外環境下でどれだけ維持されるか、また長期的な劣
化挙動については、今後の実証データが重要です。 未解決課題としては、量産規模でのコスト競争力、
長期信頼性（特に高温多湿環境下での安定性）、そして鉛フリー化などの環境規制への対応が挙げられ
ます。 【機会】日本の材料メーカーは、高性能封止材や電極材料、製造装置のサプライヤーとして参入
するチャンスです。日本のセルメーカー/OEMは、技術提携やライセンス供与を通じて、高効率モジュ
ールを早期に市場投入できる可能性があります。 【脅威】既存のシリコン太陽電池メーカーは、高効率
化競争で後れを取るリスクがあります。調達部門は、新たなサプライヤーの評価とリスク管理が急務で
す。 【R&D;】Oxford PVの技術詳細を分析し、自社技術との比較評価を即時開始。【経営企画】ペロ
ブスカイト技術の市場投入時期を再評価し、事業戦略に反映させること。

深掘り ② ― LONGi、35.5%の世界最高効率達成
#01 | 2026/07/27 | LONGi | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

LONGiは、同社開発の結晶シリコン-ペロブスカイトタンデム太陽電池が、欧州太陽光試験施設（ESTI）により35.5%
という世界最高の電力変換効率を達成したと発表しました。二層界面パッシベーション戦略と非対称テクスチャードシ
リコン表面の採用が成功の鍵です。

この記録は、次世代高効率太陽電池開発における新たなマイルストーンとなります。商用サイズセルで30.1%、1平方
メートルモジュールで25.8%の効率も達成しており、ペロブスカイト技術の商業化への道筋を強化します。

▶ 技術者の視点

LONGiの世界記録更新は、ペロブスカイトタンデム技術のポテンシャルを改めて示すものです。35.5%
という効率は学術的なブレークスルーであり、商用サイズでの30.1%も非常に高い水準です。しかし、
この記録は研究室レベルの最適化された条件下で達成されたものであり、実際の量産モジュールでの安
定した性能維持には、さらなる技術的課題が残されています。特に、大面積化に伴う均一性や、長期的
な環境耐性（湿熱、UV、温度サイクル）のデータが待たれます。 【機会】日本の材料メーカーは、界
面パッシベーション材料やテクスチャリング技術、高効率化に貢献する添加剤の開発で優位性を確立す
るチャンスです。 【脅威】中国勢が効率面で先行しており、日本の太陽電池メーカーは技術開発のスピ
ードアップが求められます。既存のシリコン技術だけでは競争力を維持することが困難になるでしょう
。 【R&D;】LONGiの界面パッシベーション戦略を詳細に分析し、自社の高効率化研究にフィードバッ
クすること。【経営企画】中国企業の技術動向を注視し、M&A;や技術提携の可能性を検討すること。
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深掘り ③ ― 中国、安定性向上で27.43%効率実現
#04 | 2026/07/27 | Perovskite-Info (Joule誌) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

中国の研究チームが、逆型ペロブスカイト太陽電池におけるフラーレン（C60）電子輸送層の不安定性を克服する新し
い界面戦略を開発しました。この「corrugated polycarbolong interlocking (CPI)
層」は、C60の凝集を抑制し、長期的なデバイス安定性を著しく向上させます。

これにより、デバイスは27.43%という高い変換効率を達成し、密閉型デバイスは1,000時間の湿熱試験（85℃、85%
RH）後も初期効率の92.1%を維持する優れた耐久性を示しました。ペロブスカイトの商業化における主要課題の一つ
を解決するものです。

▶ 技術者の視点

ペロブスカイト太陽電池の最大の課題である長期安定性において、1,000時間の湿熱試験で92.1%維持
という数値は非常に画期的な成果です。特にC60層の凝集抑制は、逆型デバイスの信頼性向上に直結し
ます。ただし、この安定性が大面積デバイスや実際の屋外環境下でどの程度再現されるか、またCPI層
の製造コストやスケーラビリティについては、さらなる検証が必要です。 【機会】日本の材料メーカー
は、CPI層のような新規界面材料の開発や、その製造プロセス技術で貢献できる可能性があります。日
本のデバイスメーカーは、この安定性向上技術を自社製品に導入することで、市場競争力を高めること
ができます。 【脅威】中国の研究機関が安定性課題の解決でも先行しており、日本の基礎研究・応用研
究のスピードアップが求められます。 【R&D;】CPI層の材料組成や成膜プロセスを詳細に調査し、自社
の安定性向上技術開発に活用すること。特に、界面制御技術は日本の得意分野であり、強みを発揮でき
る領域です。

その他の注目記事
GCL SI、フレキシブルなペロブスカイト-シリコンタンデムセルで33.44%の変換効率を達成 (Perovskite-Info)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

フレキシブル基板で33.44%の高効率と2,000 W/kg超の電力対重量比を実現。BIPVやウェアラブルなど新市場開拓の
可能性が大きく、日本の材料・部品メーカーは注目すべき。

多機能チタンオキシナイトライド層がペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の高性能化と耐久性を実現 (Bioengineer.org)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

TiOxNy層を中間再結合層として導入し、高効率と耐久性を両立。タンデム太陽電池の主要課題解決に貢献する材料革
新であり、日本の材料メーカーは技術動向を注視すべき。

中国科学院、29.71%効率と2,000時間安定性を実現した新規ペロブスカイト-CIGSタンデム太陽電池を発表 (pv magazine International)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

CIGSとのタンデムで高効率・高安定性を実現。薄膜太陽電池の新たな方向性を示しており、日本の薄膜PV関連企業は
技術連携の可能性を探るべき。

JA Solar、揚州工場に年間0.6 GWのペロブスカイトタンデムモジュール生産ラインを新設、2.1億元を投資 (Perovskite-Info)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

中国大手JA Solarによる大規模投資は、ペロブスカイトタンデムの量産化が本格化している明確なシグナル。日本の太
陽電池メーカーは競争激化に備える必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】Oxford PV、LONGi、GCL SIの最新技術報告書を入手し、変換効率、安定性、製造プロセスに関する
詳細データを分析。自社技術とのギャップを評価。

• 【経営企画】ペロブスカイト太陽電池の商業化動向に関する緊急会議を開催。市場投入時期、競合優位性、潜在
的な機会と脅威について議論し、短期的な戦略見直しに着手。

• 【調達】ペロブスカイト関連材料（前駆体、界面材料、封止材）の主要サプライヤーリストを更新し、品質、価
格、供給安定性に関する情報収集を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】中国研究チームの安定性向上技術（CPI層）やTiOxNy層に関する論文を深掘りし、自社の材料開発や
界面設計への応用可能性を検討。共同研究パートナーの探索を開始。

• 【半導体PKG/EV設計】フレキシブルペロブスカイト太陽電池（#03 GCL SI、#12 Halocell）の軽量性・柔軟
性を活かした新規アプリケーション（BIPV、ドローン、IoT、EV一体型）の実現可能性を評価。PoC（概念実証
）計画の立案。

• 【経営企画】米国DOEやHorizon Europeの資金提供プログラム（#14, #15, #16,
#26）を調査し、国際共同研究や海外拠点設立を通じた技術獲得・市場参入の機会を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】ペロブスカイト太陽電池の長期信頼性（特に屋外環境下での耐久性）を評価するための社内試験プロ
トコルを確立。国際標準（IEC, ISOS）への準拠を推進。

• 【材料・素材メーカー】ペロブスカイト材料の鉛フリー化や、高効率・高安定性を両立する新規有機・無機材料
の開発に注力。日本の強みである精密化学技術を活かした差別化戦略を構築。

• 【セルメーカー/OEM】ペロブスカイト-シリコンタンデム技術の自社導入に向けたロードマップを策定。既存
生産ラインへの適合性、設備投資計画、人材育成計画を具体化。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 LONGi、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池で35.5%の世界最高変換効率を樹立

#02 シドニー大学、10 cm²のペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池で30.2%の変換効率を達成

#03 GCL SI、フレキシブルなペロブスカイト-シリコンタンデムセルで33.44%の変換効率を達成

#04 中国研究チーム、新しい界面戦略で逆型ペロブスカイト太陽電池の安定性を大幅向上させ
27.43%の効率を実現

#05 香港理工大学、陰影下でも効率97%を維持する高耐久性新型ペロブスカイト-有機タンデム太陽
電池を開発

#06 UVオゾン処理を用いた界面工学が屋内ペロブスカイト太陽電池の性能を向上させる研究成果

#07 均一な電位再構築戦略でペロブスカイト太陽電池の効率25.06%と1,000時間耐久性を達成

#08 中国科学院、29.71%効率と2,000時間安定性を実現した新規ペロブスカイト-CIGSタンデム太
陽電池を発表

#09 ポーランド研究者、タンデム応用向けに21.87%の半透明ペロブスカイトPVセルを開発

#10 空気中処理で高性能緑色ペロブスカイト発光ダイオードを実現：アルギニンを介した埋込界面制
御技術

#11 Oxford PV、2026年に商用ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の生産・出荷を開始し、
モジュール効率24-27%を達成

#12 Halocell Energy、韓国MSWayと提携しロールプリント型ペロブスカイト太陽電池モジュールの
量産化を加速

#13 PbI2層へのセシウムカチオン添加で空気中処理MAPbI3ペロブスカイト太陽電池の効率23.17%

と安定性向上

#14 米国エネルギー省（DOE）、太陽光製造・リサイクル・ペロブスカイト開発に2,900万ドルの研
究開発資金を拠出

#15 米国エネルギー省（DOE）、ペロブスカイト太陽電池の安定性・大面積化・製造可能性に焦点を
当てた研究戦略を発表

#16 DOE、ペロブスカイト-シリコンタンデムモジュールの相互接続設計と信頼性向上研究を推進

#17 多機能チタンオキシナイトライド層がペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の高性能化と耐
久性を実現

#18 シェフィールド大学ら、軽量太陽光発電の国際プロジェクトを開始し、未利用の屋根・壁面市場
を開拓

#19 Intellivation LLC、ロール・ツー・ロールPVDコーティングでフレキシブルペロブスカイト太陽

電池の安定性向上に貢献



#20 研究者、アセテート駆動結晶化制御で真空蒸着型ペロブスカイト太陽電池の効率を25.53%に向
上

#21 JA Solar、揚州工場に年間0.6 GWのペロブスカイトタンデムモジュール生産ラインを新設、2.1

億元を投資

#22 Hanwha Qcells、NASA月面電力プロジェクトにペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池を供
給

#23 Navitas SolarとCaelux、インドで5 GW規模のペロブスカイト-シリコンハイブリッドタンデム
モジュール開発・製造提携

#24 スイスPerovskia Solar、IoT向け印刷型ペロブスカイト太陽電池で240万ドルを調達し生産能力
を拡大

#25 欧州の太陽光発電市場、技術主権を確立するためペロブスカイト-オン-シリコンセルに焦点移行

#26 Horizon Europe 2026/2027、革新的でスケーラブルなタンデム技術の産業化に向けた資金提供
を公募



#01 LONGi、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池
で35.5%の世界最高変換効率を樹立

概要

LONGiは、同社開発の結晶シリコン-ペロブスカイトタンデム太陽電池が、欧州太陽光
試験施設（ESTI）により35.5%という世界最高の電力変換効率を達成したと発表しまし
た。この記録は、二層界面パッシベーション戦略と非対称テクスチャードシリコン表

面の採用によって実現され、次世代高効率太陽電池開発における新たなマイルストー
ンとなります。商用サイズセルで30.1%、1平方メートルモジュールで25.8%の効率も
達成しており、ペロブスカイト技術の商業化への道筋を強化します。

公開日 2026年07月27日  LONGi (CleanTechnicaなど複数メディアが報道)  中国



詳細

主要成果

LONGiは、結晶シリコン-ペロブスカイトタンデム太陽電池において、35.5%という驚異
的な電力変換効率を達成し、世界記録を更新しました。この画期的な成果は、欧州太陽
光試験施設（ESTI）によって独立して検証されており、太陽光発電技術の未来を大きく
変える可能性を秘めています。これは、太陽電池が吸収できる太陽光スペクトルを最大
化するタンデム構造の優位性を明確に示しており、限られた設置面積でより多くの電力
を生み出す高効率ソリューションへの期待を高めます。

技術・臨床詳細

この世界記録の達成は、主に二つの革新的な技術的進歩によって支えられています。一
つは、光子の損失を最小限に抑え、電荷キャリアの収集効率を最大化する「二層界面パ
ッシベーション戦略」です。これにより、ペロブスカイト層とシリコン層の間の界面に
おける再結合損失が大幅に抑制されました。もう一つは、「非対称テクスチャードシリ
コン表面」の採用です。これは、特定の波長の光をより効果的に捕捉し、ペロブスカイ
ト層への供給を最適化することで、全体の変換効率を向上させます。さらに、LONGi

は、単に研究室レベルの記録にとどまらず、商用サイズのタンデムセル（30.1%）や1平
方メートル規模のモジュール（25.8%）でも高い効率を達成しており、スケールアップ
の実現可能性を示しています。

背景・業界文脈

従来のシリコン太陽電池の変換効率は理論的な限界に近づいており、さらなる高効率化
には新しいアプローチが求められています。ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電
池は、シリコンが吸収しにくい高エネルギーの短波長光をペロブスカイト層が吸収し、
シリコン層が長波長光を吸収することで、より広い太陽光スペクトルを利用できるた
め、その限界を打ち破る有力な候補として注目されてきました。今回のLONGiの記録更
新は、このようなタンデム技術が実用化レベルで高効率を実現できることを証明し、太
陽光発電業界全体の技術ロードマップに大きな影響を与えるものです。多くの企業や研
究機関がタンデム技術の開発に注力しており、競争が激化する中で、LONGiは明確なリ
ーダーシップを示しました。



今後の展望

35.5%という記録的な効率は、ペロブスカイト太陽電池が住宅、商業施設、大規模発電
所など、あらゆる用途で既存の太陽電池を凌駕する可能性を示唆しています。特に、設
置面積が限られる都市部や高緯度地域において、その価値は計り知れません。LONGi

は、今回の成果を足がかりに、さらなる技術改良と量産化技術の確立を進めると予想さ
れます。これにより、ペロブスカイトタンデム太陽電池の市場投入が加速し、将来的に
は発電コストの大幅な削減と再生可能エネルギーの普及に大きく貢献することが期待さ
れます。業界全体では、安定性や耐久性の課題克服、製造コストの低減に向けた研究開
発がさらに加速するでしょう。

元記事: https://www.longi.com/us/news/longi-breaks-world-record-for-crystalline-silicon-perovskite-

tandem-solar-cell-efficiency/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.longi.com/us/news/longi-breaks-world-record-for-crystalline-silicon-perovskite-tandem-solar-cell-efficiency/
https://www.longi.com/us/news/longi-breaks-world-record-for-crystalline-silicon-perovskite-tandem-solar-cell-efficiency/


#02 シドニー大学、10 cm²のペロブスカイト-シリコンタ
ンデム太陽電池で30.2%の変換効率を達成

概要

シドニー大学の研究チームが、2端子（2T）モノリシックペロブスカイト-シリコンタ
ンデム太陽電池で30.2%の電力変換効率を達成しました。この成果は、CSIROのPV性能
研究所によって検証されており、10 cm²という比較的大きなセル面積での達成は、こ

の高効率技術の大面積化における重要な進歩を示します。研究チームは、大面積にわ
たる均一な溶液プロセス膜を実現するため、正孔選択層を改良したことが成功の鍵と
なりました。

公開日 2026年07月28日  pv magazine Global  オーストラリア



詳細

主要成果

シドニー大学の研究チームは、2端子（2T）モノリシックペロブスカイト-シリコンタン
デム太陽電池において、30.2%という高い電力変換効率を達成しました。この画期的な
成果は、CSIROのPV性能研究所によって確認されており、特に10 cm²という実用的なセ
ル面積での達成は、実験室レベルの小さなセルから商業生産に向けた大面積化における
重要な技術的進歩を意味します。

技術・臨床詳細

この30.2%の効率は、ペロブスカイト太陽電池がシリコン太陽電池の理論的限界を超え
るための有効な手段であることを改めて示しています。研究チームは、大面積にわたる
均一な溶液プロセス膜の実現に注力し、特に正孔選択層の改良に成功しました。これに
より、ペロブスカイト層とシリコン層間の電荷キャリアの効率的な輸送と再結合の抑制
が可能となり、デバイス全体の性能が向上しました。モノリシックな2端子構造は、製
造プロセスを簡素化し、将来的な量産コスト削減に貢献する可能性があります。従来の
多接合セルと比較して、構造がシンプルであるため、製造の複雑さが軽減されることが
期待されます。

背景・業界文脈

太陽光発電業界では、発電コストのさらなる削減と設置面積あたりの発電量最大化のた
め、高効率化が常に追求されています。シリコン太陽電池の効率が物理的限界に近づく
中、ペロブスカイト太陽電池は次世代技術として期待されてきました。特に、ペロブス
カイトとシリコンを組み合わせたタンデム型は、単一の材料ではカバーできない幅広い
太陽光スペクトルを利用できるため、理論効率が非常に高いことで知られています。し
かし、小面積セルでの高効率達成は報告されてきたものの、実用的な大面積での均一性
や安定性を確保することが大きな課題でした。シドニー大学の今回の成果は、この大面
積化の課題に対する具体的な解決策を示し、ペロブスカイトタンデム太陽電池の商業化
を大きく前進させるものです。



今後の展望

10 cm²というセル面積での30.2%効率達成は、ペロブスカイト-シリコンタンデム技術
が、屋根上設置型や大規模太陽光発電所など、さまざまなアプリケーションで実用化さ
れる可能性を広げます。この技術がさらにスケールアップされ、製造コストが削減され
れば、より安価で高効率な太陽光発電ソリューションの提供が可能となり、再生可能エ
ネルギーの普及に大きく貢献することが期待されます。今後の研究は、さらなる安定性
の向上、長期耐久性の検証、そして製造プロセスのさらなる最適化に焦点が当てられる
でしょう。

元記事: https://www.pv-magazine.com/2026/07/28/australian-researchers-achieve-30-2-efficiency-for-

10-cm2-perovskite-silicon-tandem-solar-cell/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pv-magazine.com/2026/07/28/australian-researchers-achieve-30-2-efficiency-for-10-cm2-perovskite-silicon-tandem-solar-cell/
https://www.pv-magazine.com/2026/07/28/australian-researchers-achieve-30-2-efficiency-for-10-cm2-perovskite-silicon-tandem-solar-cell/



